

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Modehaus<モー ド・デパー ト>,Imbi6halle<軽食ホー ル＞など呼ぶのもこの傾向に発し
ている。
このHaus,Halleの使用は，いわば意識的な意味変更であるが，これは古語の復活にも
認められる。この体系的なケースは，かってのナチスの語彙に見られる。
以上を要すれば，抽象化，細分化，希薄化，強調ないし称揚的傾向の大体四つが意味面
に見られる傾向ということになろう。
(15）この広告語での傾向についてはROMER81ff.が《意味的切上げ評価》Sc"2‘z"鮎c"gA"/W"""gのも
とに詳細に取扱っている｡特にツーリズム広告については拙論《現代ドイツの､ソーリズム広告の語彙の
特色について》（金沢大学教養部論集・人文科学篇11所収）を参照されたい。

